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所報タイトル「挑戦」は所内で掲げる 

平成 22 年度の目標です。                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この所報のバックナンバーは弊所ホームページにて掲載しております。 

 

８月６日（金）、当事務所内において開所記念日式典が開催されました。 

 所長より訓示と各部門から中間報告が行われ、また所内研修として映画『てんびんの詩（自立

編）』を上映して全員で鑑賞しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年に続き、『てんびんの詩』の自立編ということでしたが、大作君が前作

で学んだ商人のあり方をしっかりと身に付け吸収し、他者に商人としてのあり

方を伝えることができるようになっていて、とても成長したなぁと思いました。 

そして今回の自立編では、海外研修の為に、自ら商売の計画を立て働いて

稼ぐという事で、商人になる身としてとてもすばらしいことだと思うと共に、人

としてとても尊敬できる事だと思いました。 

私は社会に出て二年程経ちましたが、自分の仕事について大作君のよう

に他者の心に響くように語る事はできないですし、また、自分の行っている仕

事がどのようにあるべきであるかも明確には理解してないのだと感じました。 

今回 DVD を視聴して、もっとしっかりと自分の行っている仕事を理解して、こ

の仕事には何が大切なのかをもっと学んでいかなくてはと考えさせられまし

た。 

２０年以上も前の製作で大正・昭和が舞台の作品ですが、世界恐慌によ

る不況を背景に海外で文化や言語の壁にぶつかりながら商売を通して成長

していく様子は、現代においても非常に参考になり、またとても感動しまし

た。 

心に残る言葉もたくさんあり、特に主人公の父親が「人は逃れようのない

仕事をするから育つ」、「金を残すは下、事業を残すは中、人を残すは上なり 

ただ、金無くして事業成り難し、事業無くして人育ち難し」という場面は、ビジ

ネスマンだけでなく子供を持つ親や教育関係の方々など多くの人に観て頂

きたい作品だと思いました。 

 

「てんびんの詩」（1988 年製作、ジャパンホームビデオ配給）は、近江商人の家に生

まれた主人公が小学校を卒業と同時に鍋蓋売りの行商に出かけ、人々との触れ合いの中

で「商いの心」を学び、その後国際的に名の知られた経営者にまで成長していく過程を

描いた作品です。 

イエローハット創業者の鍵山秀三郎氏が製作に携わり、今なお伊藤忠商事をはじめと

する数多くの企業の新入社員研修や役員研修で活用されている作品です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重度 分  類 症  状 応急手当の方法 原  因 

軽症 熱けいれん 

痛みを伴う四肢や腹部の筋肉の

けいれんなど。 

食塩水を飲ませ涼しいと

ころで安静にさせる。 

血液中の塩分が低く

なりすぎて起こる症

状。 

軽症 

 

熱失神 

・ 

日射病 

冷や汗・手足の冷え・失神など。 涼しいところで衣服を緩

めて足を高くし休ませ

る。意識があれば食塩水

を与え、なければ病院に

運ぶ。 

高温や直射日光によ

って血管が拡張し、血

圧が下がることによ

って起こる。 

中等症 熱疲労 

たくさんの汗をかき、体温は正

常かやや高め。強い疲労感・脱

力感・めまい・頭痛・吐き気を

伴うことも多い。 

基本的に熱失神・日射病

と同じだが、意識の有無

にかかわらず病院に運

ぶ。 

体内の水分や塩分不

足によるもので、熱射

病の前段階ともいわ

れ、この段階での対処

が重要となる。 

重症 熱射病 

汗をかいておらず、皮膚は赤く

熱っぽくなる。体温は 38℃が目

安。 

意識消失・吐き気・頭痛・錯乱・

全身けいれんなどを伴う場合も

ある。 

一刻も早く救急車を呼

ぶ。待つ間は首・脇の下・

足の付け根などを氷で冷

やしておく。 

水分や塩分の不足か

ら体温調節機能が異

常をきたした状態で、

そのままでは死に至

ることもある。 

高温の環境で水分や血液中の塩分、そして体温の調節機能が働かなく

なった状態が熱中症と呼ばれます。 

原因としては、高温の環境・湿度が高い環境・水分の摂取量・運動や

労働などが関係してきます。 

予防法は、大きくわけて二つになります。一つは身体に熱がこもらな

いようにすること、もうひとつは十分な水分補給です。 

日常生活では、吸湿性や通気性が高くゆったりとした衣服を選ぶ・帽

子や日傘で直射日光を遮る・室温に注意し、風通しを良くするなど、工

夫しましょう。 

最近は異常気象が続き、今年も酷暑になるとの予想があります。暑い季節になると

熱中症という言葉をよく耳にするようになりますが、熱中症とはどんな状態のことを

いうのでしょうか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


